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第１回定例会
会期２月25日
　〜３月14日

やまもと幼稚園入園式



町税
12億
4,237万円 分担金及び

負担金
5,039万円

使用料及び
手数料等
8億2,764万円

町債
6億9,390万円

地方交付税等
40億
5,435万円

繰入金
（震災復興交付金基金＋
震災復興基金）
16億
8,404万円

県支出金
4億6,893万円

国庫支出金
12億
2,200万円

依存財源

113億
7,415万円

自主
財源 繰入金

（財政調整基金等
繰り入れ分）
11億
3,053万円

公債費　5億5,187万円
諸支出金　  5,293万円
予備費　    2,000 万円
議会費　  １億352万円

総務費
21億7,195万円

土木費
29億9,927万円

災害復旧費
3,588万円

民生費
15億9,754万円

商工費
4億384万円

衛生費
 4億4,231万円
　　労働費
　   1,658万円

農林水産業費
15億5,387万円

教育費
11億3,717万円消防費

2億8,742万円

113億
7,415万円

【歳入】 【歳出】

○定例会概要
第1回定例会は2月25日から3月14日まで開催され、予算13件（当初7件、補正6
件）条例8件（新規1件）、契約7件、副町長の選任を含む人事案件3件、その他1件
等の35議案等を審議しました。全ての議案等を原案のとおり可決しました。（Ｐ８
に掲載）

各種会計当初予算一覧表
各種会計予算 総　　　　額

一 般 会 計 113億7,415万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 18億2,269万円
後期高齢者医療保険特別会計 1億6,790万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 14億4,048万円
亘理地域介護認定審査特別会計 739万円
水 道 事 業 会 計 6億1,080万円
下 水 道 事 業 会 計 11億500万円
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定
例
会
概
要

復興総仕上げ予算を可決

一 般 会 計 予 算 内 訳

旧中浜小の保存工事費等を計上、　前年度当初予算より10.2％増

【自主財源】32億5,093万円　【依存財源】81億2,322万円
＊自主財源：町が自主的に確保することができる財源
＊依存財源：国や県から交付される財源
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予
算 創造的な復興、創生の完遂へ

旧中浜小の保存工事費等を計上、　前年度当初予算より10.2％増

平成31年第１回　議会定例会

一般会計予算 主な事業

幹線道路等整備事業
（避難路･主要町道整備）

15億8,585万円 1,237万円

学校給食補助事業

旧中浜小学校震災遺構保存
･整備事業

4億6,657万円

漁港施設機能強化事業
（静穏度対策整備）

6億6,564万円

移住･定住支援事業

1億408万円

企業誘致推進事業

2億8,197万円



議
員　
31
年
度
当
初
予
算

編
成
で
は
、
一
般
財
政
調

整
基
金
か
ら
11
億
円
取
り

崩
し
て
い
る
が
、
30
年
度

中
に
震
災
復
興
交
付
金
約

45
億
円
の
返
還
が
生
じ

る
。
30
年
度
末
の
基
金
残

高
は
い
く
ら
と
見
込
ん
で

い
る
か
。
ま
た
、
31
年
度

末
の
予
定
額
は
。

町
長　
今
年
度
末
の
見
込

み
額
は
約
35
億
円
。
31
年

度
末
財
政
調
整
基
金
残
高

は
50
億
円
と
見
込
ん
で
い

る
。
た
だ
し
、
後
年
度
返

還
見
込
み
額
約
22
億
円
を

控
除
し
真
水
分
と
し
て
は

約
28
億
円
と
見
込
ん
で
い

る
。

議
員　
中
期
財
政
見
通
し

と
比
較
し
て
ど
う
か
。
狂

い
は
な
い
か
。
あ
れ
ば
そ

の
理
由
は
。

町
長　

11
億
円
増
で
あ

る
。
主
な
要
因
は
29
年
度

の
決
算
剰
余
金
か
ら
繰
り

越
し
事
業
に
係
る
既
収
入

特
定
財
源
を
控
除
し
た

11
億
円
が
増
加
し
た
か
ら

で
あ
る
。

議
員　
震
災
復
興
交
付
金

基
金
残
高
の
今
後
の
使
い

道
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

町
長　
主
な
も
の
と
し
て

は
、
復
興
公
営
住
宅
に
係

る
家
賃
低
廉
化
事
業
や
埋

蔵
文
化
財
発
掘
事
業
等
に

活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

※
真
水
分
と
は

町
の
裁
量
で
自
由
に
使

え
る
お
金
の
こ
と

議
員　
「
国
保
・
介
護
保

険
事
業
会
計
は
、
基
金
の

有
効
活
用
を
図
り
、
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
改
定
を

す
べ
き
で
あ
る
。」
と
し

た
前
年
決
算
認
定
の
意
見

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

検
討
し
、
当
初
予
算
に
活

か
さ
れ
た
か
。

町
長　

税
率
に
つ
い
て

は
、
被
災
自
治
体
の
医
療

費
増
に
伴
う
国
の
財
政
支

援
や
財
政
調
整
基
金
を
有

効
に
活
用
し
、
低
い
税
率

を
維
持
し
て
い
る
。
引
き

続
き
現
行
税
率
を
維
持
し

予
算
編
成
を
行
っ
た
。

議
員　
今
あ
る
基
金
は
、

ま
だ
取
り
崩
せ
る
と
考
え

る
が
、
検
討
さ
れ
た
か
。

課
長　

2
年
後
に
は
、

1
億
円
を
切
り
、
今
後
に

向
け
て
検
討
を
深
め
な
く

て
は
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　
「
国
保
会
計
の
全

国
の
実
態
、
実
情
を
み
た

時
、
負
担
軽
減
を
図
る

べ
き
。」
と
し
た
決
算
認

定
の
意
見
だ
が
、
検
討
に

は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
が
う
か
が
え
た
。
次

に
、
介
護
保
険
事
業
に

つ
い
て
は
、
基
金
が
増
え

か
な
り
の
額
に
な
っ
て
お

り
、
介
護
こ
そ
負
担
を
軽

く
し
て
喜
ん
で
も
ら
う
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長　
当
面
は
、
安
定
的

な
保
険
料
率
で
推
移
し
た

方
が
い
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

無
理
し
て
お
金

を
貯
め
て
お
く
必
要
は
な

く
、
有
効
活
用
し
て
負
担

の
軽
減
を
す
べ
き
で
あ
る
。

岩
佐　
哲
也　
議
員

基
金
残
高
の
見
通
し
は
い
く
ら
か

町
長　
真
水
相
当
分
で
28
億
円
で
あ
る

遠
藤　
龍
之　
議
員

基
金
の
有
効
活
用
で
負
担
軽
減
を

町
長　
引
き
続
き
安
定
的
な
運
営
で

予
算
の
こ
こ
に
注
目
し
た

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長　

高
橋
建
夫
）
は
、

3
月
4
日
〜
12
日
ま
で
の
6
日
間
に
わ
た
り
一
般
会
計
を
は

じ
め
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険

事
業
、
亘
理
地
域
介
護
認
定
審
査
会
、
上
・
下
水
道
事
業

の
特
別
会
計
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
実
施
し
、
次
の
2
点

に
つ
い
て
特
に
留
意
す
べ
き
と
し
て
意
見
を
つ
け
ま
し
た
。

 

意
見  

１　
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、随
所
に
お
い
て
見
受
け
ら
れ
る
説
明
不
足
を
解
消
し
、

共
通
理
解
と
認
識
の
も
と
協
議
を
重
ね
、
各
種
事
業
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

２　
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
、基
金
を
有
効
に
活
用
し
、

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委員会の様子
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総
括
質
疑



○
町
長
公
用
車

委
員　
こ
の
時
期
に
町
長

公
用
車
を
乗
り
換
え
る
の

は
な
ぜ
か
。

町
長　
賓
客
の
送
迎
等
に

も
使
用
し
て
お
り
、
安
全

性
向
上
の
た
め
で
あ
る
。

委
員　
職
員
に
は
、
予
算

の
削
減
を
指
示
し
て
い
る

の
に
対
し
、
そ
ん
な
に
古

く
な
い
公
用
車
を
乗
り
換

え
る
こ
と
に
疑
問
を
持
っ

た
た
め
の
質
疑
で
あ
る
。

町
長　
車
を
必
要
と
す
る

部
署
が
あ
り
、
今
ま
で
の

公
用
車
を
使
用
し
、
町
長

車
を
リ
ー
ス
契
約
で
買
い

換
え
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

○
交
流
人
口

委
員　
31
年
度
一
般
会
計

予
算
が
示
さ
れ
た
が
、
町

民
に
わ
か
り
や
す
く
言
え

ば
、
ど
の
よ
う
な
予
算
編

成
か
。

町
長　

復
興
を
確
実
に

仕
上
げ
る
予
算
編
成
で
あ

る
。

委
員　

町
長
公
約
の
、

「
交
流
人
口
100
万
人
」
に

向
け
て
の
今
年
度
予
算
の

ポ
イ
ン
ト
は
。

町
長　
交
流
や
観
光
振
興

に
特
化
し
た
部
署
（
商
工

観
光
交
流
課
）
を
新
設
す

る
こ
と
に
よ
り
、
足
場
固

め
も
含
め
て
対
応
し
て
い

く
。

委
員　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
む
、
交
流
人
口
100
万

人
の
達
成
目
標
は
何
年
度

か
。

町
長　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

特
化
し
た
目
標
設
定
は
、

現
段
階
で
は
し
て
い
な
い
。

委
員　
達
成
し
た
時
の
経

済
効
果
は
。

町
長　
現
段
階
で
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
。

○
所
得
向
上

委
員　
「
企
業
誘
致
、
農

業
再
生
で
雇
用
の
場
の
創

設
。
所
得
向
上
実
現
」
と

言
っ
て
い
る
が
、
土
地
の

確
保
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

町
長　
町
有
地
や
土
取
場

等
、
企
業
誘
致
に
適
し
た

土
地
は
、
把
握
し
て
お
り
、

調
査
・
対
応
中
で
あ
る
。

○
公
共
交
通

委
員　
今
後
の
学
校
再
編

に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
に
お
い
て
、
無
料
化
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
交
通
安
全
面
の
確

保
が
大
前
提
だ
が
、
生
徒

の
体
力
向
上
や
健
康
面
を

考
慮
し
、
一
定
の
距
離
の

制
限
を
設
け
て
、
バ
ス
通

学
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
に
対
す
る
質
疑

○
補
正
予
算
の
あ
り
方

委
員　
「
関
連
事
業
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
は
、
事

業
費
の
内
示
の
見
通
し
が

判
明
し
た
時
点
で
、
随
時

予
算
の
追
加
補
正
を
提

案
す
る
予
定
で
あ
る
」
と

示
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業

計
画
も
示
さ
れ
て
い
な
い

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
含
ま

れ
る
の
か
。

町
長　
可
能
性
調
査
の
結

論
は
、
ま
だ
出
て
お
ら
ず
、

調
査
結
果
を
し
っ
か
り
見

据
え
次
の
展
開
と
な
る
。

「
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
る
か

な
」
程
度
で
あ
る
。
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

平成31年度　議会費� （単位：千円）

区　分 31年度 30年度 増　減 主な内訳
報 　 酬 39,996 39,996 0 議員報酬
給 　 料 11,577 11,654 △77 職員給料
職 員 手 当 等 19,294 18,719 575 議員･職員手当
共 済 費 18,591 19,007 △416 議員･職員共済
報 償 費 50 50 0 講師謝礼
旅 　 費 3,045 3,284 △239 普通旅費･費用弁償・視察研修旅費
交 際 費 657 657 0 議長交際費
需 用 費 2,782 1,913 869 消耗品費、議会だより、印刷代、燃料費
役 務 費 2,783 2,730 53 会議録反訳料、郵便料ほか
委 託 料 2,864 0 2,864 議会中継インターネット映像配信業務委託料
使 用 料 及 び 賃 借 料 664 657 7 公用車借り上げ料ほか
負担金･補助金及び交付金 1,220 1,220 0 県議長会負担金ほか
合 　 計 103,523 99,887 3,636



副
町
長

　
樋ひ

　
口ぐ

ち
　
　
　
保た

も
つ　

氏

　
　
（
宮
城
県
よ
り
派
遣
）
を
同
意

教
育
委
員
会
委
員

　
古こ

　
泉い

ず
み　

可か

　
奈な

　
氏

　
　
（
上
平
区
）
を
同
意

人
権
擁
護
委
員

　
菅
　
野
　
久く

美み

子こ

　
氏

　
　
（
山
寺
区
）
を
適
任

 

主
な
質
疑 

○
臨
時
保
育
士
の
確
保

議
員　

保
育
士
の
賃
金

は
、
当
初
予
算
で
約

5
千
万
円
計
上
し
、
今
回

1
千
900
万
円
削
減
す
る
理

由
は
。

課
長　
臨
時
保
育
士
の
確

保
が
、
想
定
ど
お
り
に
で

き
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。

議
員　
保
育
士
不
足
に
よ

る
、
待
機
児
童
は
い
な
か

っ
た
の
か
。

課
長　

若
干
、
入
所
を

待
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た

家
庭
は
あ
る
か
と
記
憶
し

て
い
る
。　

議
員　

サ
ー
ビ
ス
の
低

下
、
後
退
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
関

係
性
は
ど
う
な
の
か
。

課
長　

正
規
職
員
の
中

で
、
工
夫
し
な
が
ら
運
営

し
て
い
る
。

議
員　
子
ど
も
の
安
全
・

安
心
を
保
障
す
る
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
職
員
の
負
担
が
重
く

な
り
、
労
働
過
多
な
っ
て

い
な
い
か
。

課
長　
臨
時
保
育
士
が
確

保
で
き
ず
、
保
育
士
補
助

で
の
対
応
に
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。

町
長　
必
要
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
支
障
は
き
た
し
て
い
な

い
と
捉
え
て
い
る
。

議
員　

定
員
150
名
に
対

し
、
常
に
20
〜
30
人
オ
ー

バ
―
し
た
入
所
状
況
で
あ

る
。
今
、
求
め
ら
れ
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
に
、
対
応
で

き
な
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
実

態
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

保
育
所
再
建
な
ど
具
体
的

対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ

る
。

○
沿
岸
部
の
農
業
再
開

議
員　
「
農
山
漁
村
地
域

復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業

委
託
料
」
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
算
約
7
千
万
で

あ
っ
た
が
、
5
千
800
万
円

減
額
し
た
理
由
に
つ
い

て
。

室
長　
県
で
実
施
す
る
作

業
は
、
30
年
度
ま
で
の
計

画
で
あ
っ
た
が
、
確
定
測

量
が
31
年
度
に
順
延
し
、

換
地
計
画
書
策
定
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

議
員　
事
業
遅
延
の
大
き

な
理
由
は
。

室
長　
農
地
引
き
渡
し
に

重
点
を
置
き
、
事
業
実
施

し
て
き
た
。
再
開
し
た
農

地
測
量
を
優
先
し
た
た
め

換
地
業
務
に
遅
れ
が
生
じ

た
。

議
員　
換
地
等
で
、
不
具

合
が
出
な
い
よ
う
目
的
や

進
行
計
画
等
を
再
確
認

し
、
問
題
分
析
を
行
い
、

皆
が
喜
ぶ
整
備
事
業
に
尽

力
さ
れ
た
い
。

◇
◇
人
事
◇
◇

◇
◇
補
正
予
算
◇
◇

沿岸部農地

３
名
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
同
意
・

適
任
と
し
ま
し
た
。

平成30年度　各種会計補正予算一覧表� （単位：千円）
会計名 補正額（3月） 合計額

一 般 会 計 4,034,402 17,662,474

国民健康保険事業特別会計 △2,663 1,927,158

後期高齢者医療特別会計 △5,641 165,187

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 △4,011 1,463,077

水 道 事 業 会 計 △4,120 582,530

下 水 道 事 業 会 計 △6,000 1,150,471

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
復
興
交
付
金
基

金
返
還
経
費
等
を
含
む
40
億
３
４
４
０
万

円
増
額
を
可
決
し
ま
し
た
。
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◇
◇
新
規

条
例
◇
◇

森
林
環
境
整
備
基
金
条
例

�
（
議
案
第
１
号
）

�

※
産
建
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託

31
年
度
よ
り
国
か
ら
「（
仮
称
）
森
林

環
境
譲
与
税
」
が
譲
与
さ
れ
、
町
内
に

存
す
る
、
私
有
林
人
工
林
の
適
切
な
管

理
運
営
推
進
に
使
途
が
限
定
さ
れ
て
お

り
、
他
の
財
源
と
区
分
し
管
理
運
営
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
制
定
す
る
も
の
。

�

施
行
期
日　
31
年
4
月
1
日

◇
◇
条
例
一
部
改
正
◇
◇

◇◇契約◇◇
工事請負契約（議案第9号、第10号、第28号、第29号）

名　称 金額（税込み） 落札率 相手方

東基復工3号　山元東部地区非農用地造成
その3工事　〔施工箇所：町地内〕

8,089万円
（指名競争入札） 82.05％ ㈱ヤマムラ（山元町）

東基復工4号　山元東部地区非農用地造成
その4工事　〔施工箇所：中浜地内〕

6,436万円
（指名競争入札） 82.82％ ㈱クリワダ（山元町）

（債務）漁機2号　東波除堤工事
〔施工箇所：磯地先〕
※波除堤を80ｍ延伸するもの

10億9,745万円
（条件付一般競争入札） 86.10% 東洋建設㈱東北支店

（仙台市）

（債務）漁復１号　磯浜漁港漁具倉庫新築工事
〔施工箇所：磯地先〕

1億2,886万円
（条件付一般競争入札） 86.98% ㈱阿部工務店（亘理町）

○
職
員
等
の
宿
泊
料　
（
議
案
第
２・３・４
号
）

近
隣
自
治
体
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
職
員
・
特
別
職
・
議
員
の
旅

費
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

�

施
行
期
日　
31
年
4
月
1
日

○
災
害
弔
慰
金
の
支
給　
（
議
案
第
５
号
）

災
害
弔
慰
金
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

�
施
行
期
日　
31
年
4
月
1
日

 

改
正
内
容 

①
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は
無
利
子
、
保
証
人
を
立
て
な
い
場
合
は
年

利
1.5
％
を
徴
収
す
る
。

②
償
還
方
法
に
「
月
賦
償
還
」
を
追
加
す
る
。

③
施
行
日
以
降
の
災
害
に
お
い
て
適
用
す
る
。

職　名 区　分 改正後 改正前

一般職
国　内 12,100円 11,000円

国　外 13,000円 13,000円

労務職
国　内 12,100円 11,000円

国　外 13,000円 12,000円

町　長 国　内 13,700円 12,500円

議　長 国　外 15,000円 14,500円

副町長
国　内 13,000円 11,800円

教育長

副議長
国　外 14,000円 12,700円

議　員

7　議会だより　やまもと　2019.5.1／VOL.183

議
案
審
議



○平成31年第１回定例会　議案等の審議結果
議案番号 事　件　名 結　果

報告第  1号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）

報　告報告第  2号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）

報告第  3号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）

議案第  1号 山元町森林環境整備基金条例　【P7に掲載】

可　決

議案第  2号 山元町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例　【P7に掲載】

議案第  3号 山元町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例　【P7に掲載】

議案第  4号 山元町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例　【P7に掲載】

議案第  5号 山元町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例　【P7に掲載】

議案第  6号 山元町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第  7号 山元町地域下水処理場条例の一部を改正する条例

議案第  8号 山元町障害児就学指導審議会条例の一部を改正する条例

議案第  9号 平成30年度　東基復工3号　山元東部地区非農用地造成その3工事請負契約の締結について　【P7に掲載】

議案第10号 平成30年度　東基復工4号　山元東部地区非農用地造成その4工事請負契約の締結について　【P7に掲載】

議案第11号 平成29年度（繰）　山下地区地域防災がけ崩れ対策工事請負契約の変更について

議案第12号 平成29年度（繰）　社総交（復興）請1号　頭無西牛橋線橋梁撤去工事請負契約の変更について

議案第13号 平成29年度（繰）　社総交（復興）請3号　高瀬笠野線道路改良工事請負契約の変更について

議案第14号 公の施設の指定管理者の指定について　施設に水産物荷捌所・漁具倉庫　指定団体：宮城県漁業協同組合

議案第15号 平成30年度山元町一般会計補正予算（第4号）

議案第16号 平成30年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）

議案第17号 平成30年度山元町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

議案第18号 平成30年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第3号）

議案第19号 平成30年度山元町水道事業会計補正予算（第3号）

議案第20号 平成30年度山元町下水道事業会計補正予算（第3号）

議案第21号 平成31年度山元町一般会計予算　※意見あり【P4に掲載】

議案第22号 平成31年度山元町国民健康保険事業特別会計予算

議案第23号 平成31年度山元町後期高齢者医療特別会計予算

議案第24号 平成31年度山元町介護保険事業特別会計予算　※意見あり【P4に掲載】

議案第25号 平成31年度亘理地域介護認定審査会特別会計予算

議案第26号 平成31年度山元町水道事業会計予算

議案第27号 平成31年度山元町下水道事業会計予算

議案第28号 平成30年度（債務）　漁機2号　東波除堤工事請負契約の締結について　【P7に掲載】

議案第29号 平成30年度（債務）　漁復1号　磯浜漁港漁具倉庫新築工事請負契約の締結について　【P7に掲載】

同意第  1号 副町長の選任につき同意を求めることについて　【P6に掲載】
同　意

同意第  2号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて　【P6に掲載】

諮問第  1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて　【P6に掲載】 適　任

○陳情の受理
陳情番号 件　名 請願者等の氏名職業 結　果

陳情第  1号 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地方自治の根
幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書を提出することを求める

日米地位協定を見直す会
共同代表　難波希美子

配布のみ陳情第  2号 宮城県に対し、小・中学校全学年で少人数学級実現等を要請する意見書採択を
求める陳情書

ゆきとどいた教育をすすめる
宮城県連絡会　太田直道

陳情第  3号 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画的に
皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情書

一般財団法人日本熊森協会
会長　室谷悠子
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菊
きく
地
ち
康
やす
彦
ひこ
議員

障
害
者
が
希
望
を
持
て
る
就
労
支
援
を

　
町
長　
実
情
、
実
態
を
把
握
し
共
有
に
努
め
る

議
員　
我
が
町
の
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で

の
平
均
工
賃
は
全
国
・
県

の
平
均
よ
り
低
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
町
は
ど
の

様
な
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

個
々
の
状
況
に

あ
っ
た
体
制
づ
く
り
や
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

を
行
い
、
精
度
の
高
い
就

労
支
援
を
検
討
す
る
。

議
員　
他
の
市
町
村
で
は

農
福
連
携
や
、
町
が
廃
校

を
無
償
提
供
し
、
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
が
活
用
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
販
売
等
を

行
い
、
就
労
機
会
の
拡
大

と
工
賃
ア
ッ
プ
を
目
指
す

事
業
を
行
っ
て
い
る
事
例

も
あ
る
が
。

町
長　
計
画
の
規
模
や
需

要
に
よ
り
、
町
と
し
て
ど

の
様
に
応
え
る
か
調
整
が

必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

出
来
る
だ
け
障
害
者
雇
用

の
機
会
や
工
賃
の
引
き
上

げ
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
に
し
た
い
。

議
員　
親
を
亡
く
し
た
後

の
自
立
支
援
を
目
的
と
し

た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ

の
活
用
は
考
え
ら
れ
る

か
。

町
長　
必
要
と
す
る
利
用

者
の
実
情
や
実
態
を
把
握

し
進
め
た
い
。

議
員　
障
害
者
が
希
望
や

夢
を
持
ち
、
当
た
り
前
の

人
生
を
豊
か
に
送
れ
る
よ

う
、
一
緒
に
考
え
る
べ
き

と
思
う
。
将
来
も
安
心
し

て
生
き
て
い
け
る
施
策
に

取
り
組
む
こ
と
を
期
待
す

る
。

※
農
福
連
携
と
は

（
農
福
連
携
制
度
）
障

害
者
等
の
農
業
分
野
で

の
活
躍
を
通
じ
て
、
自

信
や
生
き
が
い
を
創
出

し
、
社
会
参
画
を
促
す

取
り
組
み
。

町全体の「まちづくり」を
　町長　地域住民と協力し取り組む

議
員　
既
存
市
街
地
や
津

波
浸
水
区
域
は
、
ま
ち
づ

く
り
か
ら
離
れ
た
感
が
あ

る
が
。

町
長　
既
存
市
街
地
等
へ

の
転
入
状
況
は
、
町
全
体

の
約
84
％
と
な
っ
て
お

り
、
定
住
促
進
事
業
に
よ

る
宅
地
の
有
効
活
用
、
既

存
市
街
地
へ
の
誘
導
が
図

ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

議
員　
今
後
、
町
全
体
で

管
理
水
準
が
低
下
し
、
雑

草
が
繁
茂
す
る
空
き
地
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
が
。

町
長　
空
き
地
の
草
刈
り

実
績
で
は
、
一
定
程
度
の

対
応
は
で
き
て
い
る
。

議
員　
一
部
の
地
区
で
対

応
が
で
き
ず
、
大
き
な
障

害
と
な
っ
て
い
る
。
き
れ

い
で
人
が
住
み
や
す
い
、

住
み
た
い
と
思
え
る
町
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
。

町
長　
先
行
事
例
な
ど
も

参
考
に
し
、
環
境
整
備
に

向
け
た
努
力
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

議
員　
津
波
浸
水
区
域
に

対
し
、
住
み
よ
い
景
観
づ

く
り
や
憩
い
の
場
を
作
る

べ
き
で
は
。

町
長　
地
域
住
民
参
画
を

主
体
と
し
た
施
設
整
備
や

町
有
未
利
用
地
の
活
用
も

含
め
検
討
す
る
。

議
員　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
既
存
市
街
地

や
、
津
波
防
災
区
域
の
役

割
を
再
確
認
し
、
全
て
の

町
民
に
「
真
心
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む

事
を
期
待
す
る
。

空き地のモンスター？現る！
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伊
い
藤
とう
貞
てい
悦
えつ
議員

議
員　
小
・
中
学
校
の
経

年
劣
化
し
て
い
る
部
分
の

環
境
整
備
計
画
は
あ
る

か
。

教
育
長　
来
年
度
、
山
元

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
個
別
計
画
と
し

て
、
学
校
施
設
等
長
寿
命

化
計
画
策
定
業
務
を
実
施

す
る
。
そ
の
中
で
、
具
体

的
に
校
舎
等
の
大
規
模
な

改
修
計
画
を
す
る
予
定
で

あ
る
。

議
員　
計
画
か
ら
改
修
完

了
ま
で
２
〜
３
年
の
時
間

を
要
す
る
が
、
毎
日
生
活

す
る
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

を
考
え
る
と
、
そ
れ
で
よ

い
の
か
。
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
日
常
の
学
校
生

活
に
支
障
が
出
る
よ
う
な

閉校となる小中学校の利活用計画は
　町長　町全体で知恵を絞りたい

こ
と
に
つ
い
て
は
、
早
急

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
場
合
は
、
計
画
に
か

か
わ
ら
ず
す
ぐ
対
応
し
て

い
く
。
10
年
間
と
い
う
学

校
再
編
ま
で
の
間
、
校
舎

等
の
整
備
は
し
っ
か
り
計

画
を
し
て
い
く
。

議
員　
町
長
の
考
え
に
つ

い
て
も
伺
う
。

町
長　
学
校
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
は
、
最
大
10
年

と
い
う
方
向
性
で
あ
る
。

中
長
期
的
な
視
点
を
大
事

に
し
、
当
面
対
応
す
べ
き

部
分
を
選
別
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

議
員　
日
常
生
活
で
困
っ

て
い
る
ト
イ
レ
の
臭
い
等

を
優
先
的
に
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

町
長　
ト
イ
レ
の
洋
式
化

は
、
い
ち
早
く
自
ら
の
問

題
意
識
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
ひ
と
つ
で
あ
る
。

残
念
な
こ
と
に
震
災
の
影

響
が
あ
り
、
進
捗
が
芳
し

く
な
か
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

議
員　
廃
校
と
な
る
坂
元

中
学
校
を
利
活
用
し
、
単

位
制
、
通
信
制
の
高
校
、

あ
る
い
は
専
修
、
各
種
学

校
等
を
誘
致
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

町
長　
直
接
的
に
提
案
さ

れ
た
事
で
、
問
題
意
識
を

持
っ
た
こ
と
は
な
い
。
坂

元
地
区
の
今
後
の
町
づ
く

り
を
視
野
に
入
れ
て
、
地

元
の
方
々
と
話
し
合
い
を

進
め
な
が
ら
、
よ
り
良
い

方
向
に
知
恵
を
絞
っ
て
い

き
た
い
。

議
員　
教
育
に
関
す
る
諸

設
備
は
全
て
整
っ
て
お

り
、
多
少
手
直
し
を
す
れ

ば
す
ぐ
に
利
用
可
能
な
町

の
財
産
で
あ
る
。
町
内
に

高
校
や
上
級
学
校
の
な
い

当
町
に
と
っ
て
、
単
位
制

の
高
校
を
含
め
た
施
設
が

あ
れ
ば
交
流
人
口
増
加
の

一
助
に
も
な
る
。
さ
ら

に
、
10
年
後
の
再
編
を
視

野
に
入
れ
て
考
え
る
と
坂

元
・
山
下
駅
周
辺
に
空
き

施
設
が
生
じ
る
た
め
、
将

来
を
見
据
え
て
早
い
段
階

か
ら
十
分
な
検
討
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　
場
所
に
応
じ
て
、

先
を
見
据
え
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
当
面
、
坂

元
中
に
焦
点
を
当
て
つ

つ
、
次
の
展
開
を
見
す
え

取
り
組
ん
で
い
く
。

卒業生を送る合唱練習（山下中）
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一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】



大
やまと
和 晴

はる
美
み
議員

受
動
喫
煙
防
止
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
活
用
を

　
町
長　
積
極
的
に
取
り
組
む

議
員　
地
域
全
体
で
子
育

て
を
応
援
す
る
た
め
に
、

「
受
動
喫
煙
の
な
い
社
会

を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
活
用
を
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

積
極
的
に
活
用

し
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策

が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

議
員　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
取

り
入
れ
る
場
合
、
い
つ
か

ら
活
用
す
る
つ
も
り
か
。

町
長　
改
正
健
康
増
進
法

で
行
政
機
関
な
ど
の
第
一

種
施
設
に
つ
い
て
は
、
今

年
7
月
1
日
か
ら
敷
地
内

禁
煙
が
施
行
と
な
る
。
こ

の
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
、

そ
の
前
か
ら
取
り
組
む
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。

議
員　
子
ど
も
へ
の
受
動

喫
煙
防
止
対
策
に
は
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

課
長　
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作

成
し
、
中
央
公
園
の
遊
具

や
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
周

り
に
貼
っ
た
り
、
子
ど
も

に
携
わ
る
職
員
が
バ
ッ
チ

に
し
て
身
に
つ
け
る
方
法

も
あ
る
。

議
員　
5
月
の
連
休
明
け

か
ら
新
庁
舎
で
の
業
務
を

予
定
し
て
い
る
が
、
受
動

喫
煙
防
止
対
策
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

町
長　
先
行
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
大
事
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
内
部
で

し
っ
か
り
と
議
論
を
積
み

重
ね
な
が
ら
、
早
め
に
方

向
を
打
ち
出
し
た
い
。

議
員　
役
場
全
体
の
連
携

で
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策

を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
「
子
育
て
す
る
な

ら
山
元
町
」
に
恥
じ
な
い

よ
う
な
対
応
に
努
力
す

る
。

防災士資格取得支援事業の導入を
　町長　支援のあり方を前向きに検討したい

議
員　
地
域
リ
ー
ダ
ー
育

成
の
た
め
に
、
町
民
対
象

の
防
災
士
資
格
取
得
支
援

事
業
を
取
り
入
れ
て
は
ど

う
か
。

町
長　

本
町
に
お
い
て

は
、
資
格
を
有
し
て
い
る

方
が
15
人
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
防
災
士
の
役
割
に

つ
い
て
精
査
し
、
支
援
の

あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

防
災
士
の
方
々

は
、
こ
の
資
格
を
ど
う
生

か
し
て
い
る
か
。

課
長　
防
災
訓
練
等
で
活

躍
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

議
員　
資
格
取
得
に
は
、

研
修
講
座
等
に
費
用
が
か

か
る
た
め
、
自
治
体
で
全

額
、
ま
た
は
一
部
助
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
の
助
成
制
度
を
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
。

町
長　
有
効
な
こ
と
で
あ

れ
ば
、
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

防災士による防災教育

子どもの健康は大人が守る
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岩
いわ
佐
さ
哲
てつ
也
や
議員

坂元地区保育サービスの充実を
　町長　結論はさらに2年間先送りにする

統
廃
合
決
定
経
緯
を

　
明
確
に

　
教
育
長　
議
事
録
作
成
し

　
　
　
　
　
　
至
急
公
表
す
る

議
員　
坂
元
地
区
保
育
所

再
建
及
び
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
対
策
に
つ
い
て
、

昨
年
12
月
さ
ら
に
2
年
間

先
送
り
と
の
方
針
が
示
さ

れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
何

か
。

町
長　
子
育
て
世
代
の
多

様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
で

あ
る
。

議
員　
震
災
後
か
ら
の
坂

元
地
区
保
育
所
再
建
問
題

や
保
育
サ
ー
ビ
ス
低
下
改

善
要
望
は
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
入
ら
な
い
の
か
。
最

優
先
す
べ
き
問
題
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長　
一
時
預
か
り
、
特

定
保
育
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
等

及
び
人
口
動
向
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
る
。
送
迎
に

関
す
る
利
便
性
の
要
望
は

特
に
な
い
。

議
員　
坂
元
地
区
か
ら
つ

ば
め
の
杜
保
育
所
に
現
在

30
人
の
児
童
が
利
用
し
て

い
る
が
、
送
迎
に
不
便
で

困
っ
て
い
る
の
が
現
状
の

問
題
で
あ
る
。
坂
元
地
区

の
要
望
を
無
視
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
2
年
間

こ
の
ま
ま
何
も
手
を
打
た

な
い
で
い
て
よ
い
の
か
。

千
葉
県
流
山
市
の
対
応
事

例
等
を
参
考
に
し
て
は
ど

う
か
。
流
山
市
で
は
急
激

な
児
童
増
加
に
保
育
所
建

設
が
追
い
着
か
ず
、
改
善

策
と
し
て
駅
前
に
預
け
、

市
内
の
既
存
の
複
数
保
育

所
に
分
散
し
て
送
迎
し
、

昼
は
保
育
所
で
預
か
り
、

夕
方
に
駅
前
の
場
所
に
送

り
、
母
親
が
仕
事
帰
り
に

迎
え
に
行
く
方
法
で
好
評

の
よ
う
で
あ
る
。

町
長　
駅
前
送
迎
保
育
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
、

非
常
に
参
考
に
な
る
先
進

的
な
取
り
組
み
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

検
討
し
て
い
く
よ
う
に
す

る
。

議
員　
小
・
中
学
校
統
廃

合
問
題
は
、
町
長
の
入
ら

な
い
12
月
25
日
の
教
育
委

員
会
定
例
会
で
決
定
し

た
。
町
長
は
、
ど
の
会
議

で
正
式
に
意
見
表
明
し
た

の
か
。

町
長　
通
常
業
務
の
中
で

相
談
し
な
が
ら
、
確
認
を

し
て
い
る
。
会
議
で
は
司

会
の
立
場
で
明
確
な
発
言

を
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、

反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

議
員　
同
日
の
教
育
委
員

会
の
前
に
開
か
れ
た
総
合

教
育
会
議
で
、
町
長
は
意

見
の
表
明
は
し
て
お
ら

ず
、
教
育
長
も
町
長
の
意

思
も
確
認
せ
ず
、
こ
の
よ

う
な
重
要
な
事
案
を
決
定

し
て
い
る
の
は
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
。
町
長
が

招
集
す
る
総
合
教
育
会
議

で
教
育
環
境
の
変
更
等
は

議
題
と
す
べ
き
3
項
目
に

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
議

事
録
も
公
表
さ
れ
て
い
な

い
。
要
綱
に
も
公
表
す
る

と
明
記
さ
れ
て
い
る
は
ず

だ
が
。

教
育
長　
今
後
、
第
2
回

目
以
降
の
未
公
表
分
を
至

急
作
成
し
、
公
表
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
町
の
所
有
す
る
遊

休
公
有
財
産
の
利

活
用
法
（
処
分
も

含
む
）
に
つ
い
て

保育所の朝
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一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】



竹
たけ
内
うち
和
かず
彦
ひこ
議員

産
直
施
設
の
オ
ー
プ
ン
は

　
町
長　
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

長寿・健康増進事業の取り組みは
　町長　早期実施に向けて検討する

議
員　
今
回
の
産
直
施
設

オ
ー
プ
ン
は
、
予
想
を
は

る
か
に
超
え
る
お
客
様
で

に
ぎ
わ
っ
た
。
し
か
し
多

く
の
課
題
も
見
え
た
。
顧

客
満
足
度
は
、
は
た
し
て

ど
う
だ
っ
た
の
か
。
反
省

す
べ
き
点
は
反
省
し
、
お

客
様
の
声
を
謙
虚
に
受
け

止
め
、
対
応
策
を
す
ぐ
に

講
じ
る
べ
き
と
思
う
。
顧

客
満
足
度
、
こ
れ
次
第
で

生
き
残
れ
る
か
、
淘
汰
さ

れ
る
か
が
決
ま
る
。
よ
っ

て
、
限
り
な
く
こ
の
顧
客

満
足
度
を
追
求
し
て
も
ら

い
た
い
。

産
直
施
設
の
ほ
か
に
併
設

す
る
飲
食
店
は
、
い
つ
具

体
化
す
る
の
か
。

町
長　
急
い
で
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
町
の
方
で
施
設
を
準

備
し
、
そ
こ
に
テ
ナ
ン
ト

で
入
っ
て
頂
く
よ
う
に
軌

道
修
正
し
、
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
く
。

議
員　
今
後
、
産
直
施
設

と
既
存
す
る
町
内
の
地
域

資
源
と
の
連
携
を
含
め

て
、地
域
一
帯
の
活
性
化
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
ど
う

描
い
て
ゆ
く
の
か
。
ま
ず

は
昨
年
10
万
人
の
来
客
が

あ
っ
た
い
ち
ご
狩
り
と
の

連
携
は
。

町
長　

す
で
に
産
直
で

は
、
い
ち
ご
狩
り
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
し
て
い

る
。
今
後
は
い
ち
ご
狩
り

の
み
な
ら
ず
、
気
軽
に
体

験
で
き
る
観
光
農
園
と
い

う
も
の
を
も
っ
と
拡
大
し

て
い
き
た
い
。

議
員　
地
域
資
源
と
言
え

議
員　
高
齢
化
率
の
高
い

我
が
町
で
は
、
長
寿
・
健

康
増
進
事
業
の
推
進
は
、

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が

る
。
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
す
で
に
自
主
的
に

運
営
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
の
補
助
金
の
活
用

は
見
合
わ
せ
て
い
る
。

議
員　
仮
に
国
の
交
付
基

準
の
対
象
に
な
ら
な
く
と

も
、
別
枠
で
県
広
域
連
合

独
自
で
補
助
し
、
市
町
村

の
事
業
が
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
補
助
率
も
特

段
設
け
て
い
な
い
事
か

ら
、
積
極
的
に
活
用
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

町
長　
次
年
度
以
降
に
当

該
補
助
金
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
新
た
な

取
り
組
み
の
早
期
実
施
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。

にぎわう店内

ば
合
戦
原
遺
跡
の
線
刻
画

も
大
き
な
地
域
資
源
で
あ

り
、
今
年
整
備
予
定
の
旧

中
浜
小
学
校
の
震
災
遺

構
、
下
郷
の
茶
室
も
整
備

計
画
が
あ
る
。
こ
れ
ら
と

も
う
ま
く
連
携
が
図
れ
れ

ば
、
さ
ら
な
る
活
性
化
と

交
流
人
口
の
拡
大
に
資
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

町
長　
町
の
魅
力
や
情
報

を
町
内
外
に
積
極
的
に
発

信
し
、
交
流
人
口
100
万
人

達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
行
く
。
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岩
いわ
佐
さ
孝
たか
子
こ
議員

町民バスの無料化は
　町長　検討していく

整
合
性
を
図
る
べ
き
で
は

　
町
長　
現
段
階
で
は
・
・
・

議
員　
公
共
交
通
で
あ
る

町
民
バ
ス
の
料
金
設
定
の

考
え
方
は
。

町
長　
基
本
的
に
は
受
益

者
負
担
で
あ
る
。

議
員　
子
育
て
・
高
齢
者

支
援
策
と
し
て
、
無
料
に

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

町
長　
動
向
を
見
据
え
、

多
角
的
視
点
か
ら
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

議
員　
免
許
証
自
主
返
納

者
は
、町
民
バ
ス
で
50
人
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
256

人
と
利
用
者
数
が
増
加
し

て
い
る
。
返
納
者
へ
の
無

料
化
は
。

町
長　
返
納
者
が
増
加
す

る
よ
う
推
奨
し
、
今
後
も

引
き
続
き
取
り
組
み
た

い
。

議
員　

バ
ス
の
運
行
時

間
、
運
行
コ
ー
ス
見
直
し

に
つ
い
て
は
。

町
長　
今
後
、検
討
す
る
。

議
員　
通
院
や
交
流
人
口

増
加
の
た
め
、
土
曜
日
運

行
を
再
開
す
べ
き
で
は
。

町
長　
観
光
交
流
な
ど
の

新
た
な
視
点
か
ら
、
方
向

性
を
見
定
め
て
い
き
た

い
。

議
員　
利
用
し
や
す
い
交

通
確
保
を
望
む
。

議
員　
「
過
疎
」
の
暗
い

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
脱

却
に
向
け
た
計
画
、
対
策

な
ど
は
。

町
長　
現
在
、
策
定
作
業

中
の
第
6
次
総
合
計
画
が

基
本
で
あ
る
。
整
合
性
を

図
る
た
め
、
過
疎
計
画
の

見
直
し
が
必
要
と
な
る
。

議
員　
過
疎
計
画
で
、
児

童
福
祉
整
備
計
画
（
保
育

所
再
建
）
を
大
き
く
変
更

し
た
理
由
は
。

町
長　
子
育
て
世
帯
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
は
対
応
し

て
い
る
。

議
員　
再
建
を
2
年
間
先

送
り
し
た
理
由
を
明
確
に

示
さ
れ
た
い
。

町
長　
人
口
推
計
、
人
口

動
態
か
ら
保
育
所
建
設
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
先
送
り
に
し
た
。

議
員　
27
年
度
交
付
さ
れ

た
南
保
育
所
再
建
費
用

を
、
つ
ば
め
の
杜
保
育
所

に
流
用
。
30
年
6
月
一
般

質
問
答
弁
で
は
、
方
向
性

に
変
更
は
な
い
。
断
念
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の

過
程
に
あ
る
と
し
て
い
た

が
。

町
長　
現
段
階
で
は
、
回

答
ど
お
り
で
あ
る
。

議
員　
坂
元
か
ら
つ
ば
め

の
杜
保
育
所
へ
30
人
、
ま

た
、
町
内
か
ら
町
外
保
育

施
設
に
15
人
が
通
所
し
て

い
る
。
待
機
児
童
、
隠
れ

待
機
児
童
は
い
な
い
の

か
。

課
長　
年
度
途
中
で
は
、

数
名
程
度
待
機
中
で
あ

る
。

議
員　
待
機
児
童
ゼ
ロ
を

目
指
す
保
育
所
建
設
計
画

と
過
疎
計
画
の
整
合
性
に

つ
い
て
確
認
す
る
。

町
長　
現
段
階
で
、
整
合

性
が
完
璧
で
あ
る
と
は
言

え
な
い
。

議
員　
移
住
・
定
住
促
進

事
業
に
お
い
て
、
子
育
て

世
代
を
中
心
に
手
厚
い
事

業
を
展
開
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
見
送

り
に
し
た
の
か
。

町
長　
現
段
階
で
は
。
そ

れ
以
上
の
も
の
は
持
ち
合

わ
せ
て
は
い
な
い
。

議
員　
各
種
事
業
等
と
整

合
性
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。

町民バス

地域で子育てを
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一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】



遠
えん
藤
どう
龍
たつ
之
ゆき
議員

学
校
再
編　
町
長
部
局
で
検
討
し
た
か

　
町
長　
そ
こ
ま
で
至
っ
て
な
い　
今
後
検
討

PTA会費等　追加交付の対応は
　町長　今後とも検討

議
員　
町
の
意
思
決
定
、

政
策
決
定
に
至
る
経
緯
、

仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
町
の
重
要
な
施

策
に
つ
い
て
は
、
十
分
な

検
討
、
審
議
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
小
・
中
学
校
統

廃
合
問
題
で
は
、
町
長
は

ど
の
会
議
で
こ
の
考
え
を

決
済
し
た
の
か
。

町
長　
昨
年
12
月
25
日
の

総
合
教
育
会
議
で
、
議
論

に
参
画
し
、
検
討
課
題
に

つ
い
て
同
じ
考
え
か
ら
そ

の
方
向
性
を
確
認
。
そ
の

後
、
開
催
さ
れ
た
教
育
委

員
会
で
最
終
的
に
方
針
が

決
定
。
と
い
う
の
が
町
の

意
思
決
定
の
大
ま
か
な
過

程
に
な
る
。

議
員　
こ
の
事
は
、
町
の

姿
を
大
き
く
変
え
る
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
当

然
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
町

長
部
局
の
中
で
の
検
討
も

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　
検
討
委
員
会
で
の

検
討
状
況
を
課
長
会
議
で

報
告
し
て
も
ら
う
。
基
本

的
に
は
、
そ
の
流
れ
で
物

事
を
進
め
て
い
る
。

議
員　
学
校
再
編
は
、
地

域
の
核
づ
く
り
、
学
校

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
核
と
し
て
の
役
割
も
あ

り
、
将
来
の
町
の
姿
を
大

き
く
変
え
る
問
題
で
あ
る

が
、
町
長
部
局
で
の
課

長
会
議
で
は
議
論
し
た
の

か
。

町
長　

そ
こ
だ
け
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
議
論

を
深
め
た
か
と
い
う
点
で

は
、
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い

な
い
。
今
後
の
問
題
と
し

て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
学
校
再
編
に
つ
い

て
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

観
点
か
ら
の
問
題
と
し
て

は
捉
え
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ

の
取
り
組
み
の
進
め
方
に

不
安
、
懸
念
を
多
く
残

し
た
状
況
に
あ
る
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
。
批
判
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
持
つ

議
会
の
役
割
を
十
分
活
か

し
、
今
後
も
取
り
組
ん
で

い
く
。

議
員　
国
は
就
学
援
助
の

サ
ー
ビ
ス
の
後
退
も
考
え

ら
れ
る
認
定
基
準
を
示
し

て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に

よ
り
本
来
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
人
が
、
受
け
ら

れ
な
く
な
る
と
い
う
状
況

は
う
ま
れ
る
か
。

教
育
長　
不
利
益
に
な
ら

な
い
よ
う
対
応
し
て
い

く
。

議
員　
以
前
確
認
し
て
い

る
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生

徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
も

交
付
の
対
象
に
追
加
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
す
る
と
し
て
い
た

が
、
そ
の
対
応
は
。

課
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、

検
討
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

議
員　
制
度
と
し
て
交
付

の
対
象
に
な
っ
て
い
る

が
、
子
育
て
中
の
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
う
え

で
、「
子
育
て
す
る
な
ら

山
元
町
」
を
掲
げ
て
い
る

町
長
と
し
て
の
対
応
は
。

町
長　
今
後
と
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
給
食
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

⑴
学
校
給
食
の
「
栄

養
不
足
」
に
問
題

は
な
い
か

⑵
給
食
費
の
今
後
の

対
応
は

⑶
食
材
の
地
産
地
消

の
取
り
組
み
の
現

状
と
さ
ら
な
る
拡

充
に
つ
い
て
の
考

え
は
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一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】



○
議
会
に
対
す
る
主
な
質
問

町
民　
報
告
会
が
な
ぜ
こ
の
時
期
に
な
っ
た
の
か
。

議
員　
11
月
に
予
定
し
て
い
た
が
、
行
事
等
に
よ
り

遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

町
民　
年
度
当
初
に
計
画
し
て
お
く
べ
き
で
な
い
か
。

議
員　
31
年
度
は
、
年
間
行
事
で
計
画
す
る
。

町
民　
議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
は
、
議
員
の
個
性

が
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
誰
が
作
成
し
手
直
し
し
て
い

る
の
か
。

議
員　
議
会
広
報
・
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
、
編
集

方
針
に
よ
り
、
発
言
趣
旨
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
編

集
し
て
い
る
。

町
民　
議
会
の
検
証
と
は
、
ど
の
よ
う
な
検
証
を
実

施
し
て
い
る
の
か
。

議
員　
議
員
・
傍
聴
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
等
に
よ
り
検
証
し
、
議
会
運
営
を
正
し
て
い
る
。

町
民　
二
元
代
表
制
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
、
町
長
の
態
度
・
対
応
に
つ
い
て
、
今
後

ど
う
す
べ
き
か
示
し
て
欲
し
い
。

議
員　
議
会
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
明
確
な
回
答
、
結
論
を
求
め
毅
然
と
し

た
対
応
を
し
て
い
く
。

町
民　
補
正
予
算
の
組
み
方
に
つ
い
て
は
。

議
員　
急
を
要
す
る
案
件
が
発
生
し
た
場
合
に
組
む

予
算
で
あ
る
。

町
民　
坂
元
地
区
に
保
育
所
を
早
急
に
建
設
す
べ
き

で
あ
る
。

議
員　
早
期
建
設
に
、
議
員
全
員
一
致
で
あ
る
。

町
民　
議
員
報
酬
の
考
え
、
姿
勢
に
つ
い
て

議
員　
議
会
運
営
委
員
会
で
調
査
、
検
討
中
で
あ
る
。

町
民　
リ
ン
ゴ
ラ
ジ
オ
が
な
く
な
り
、
議
会
情
報
を

ど
の
よ
う
に
し
て
取
得
し
た
ら
よ
い
か
。

議
員　
６
月
定
例
会
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視

聴
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

町
民　
山
下
駅
前
駐
車
場
の
プ
リ
ペ
イ
ド
料
金
の
値

下
げ
に
つ
い
て
、
財
源
は
大
丈
夫
か
。

議
員　
採
算
台
数
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
観
点
か
ら
見
直
し
た
。

町
民　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
調
査
費
が
つ
い
た
が
、

赤
字
経
営
で
町
の
負
担
に
な
ら
な
い
か
。

議
員　
可
能
性
を
探
る
た
め
の
調
査
費
用
で
あ
る
。

１月20日（日）に中央公民館、ふるさとおもだか館の２会場で、町民の皆さんへ議会での取り
組みや活動内容の報告を行うとともに「まちづくりと議会・議員に望むこと」をテーマに意見
をいただきました。主な質問、意見などは次のとおりです。

あなたの声を聴かせてください
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議
会
報
告
会



○
町
へ
の
意
見
要
望

 

被
災
者
支
援 

・�
災
害
復
興
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援

継
続
を
願
う
。（
笠
野
区
、
桜
塚
）

 

産
直
施
設 

・
Ｐ
Ｒ
を
も
っ
と
す
べ
き
だ
。

 

小
中
学
校
再
編 

・�

学
校
の
実
情
を
把
握
し
、
地
域
と

の
関
わ
り
を
鑑
み
小
中
一
貫
校
と

い
う
考
え
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
。

  

子
育
て
・
教
育
関
係 

・
私
立
高
校
な
ど
の
誘
致
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

・「
ぐ
る
り
ん
号
」
は
子
ど
も
を
無

料
化
す
べ
き
だ
。

・
教
育
環
境
の
質
向
上
を
図
る
努
力

を
し
て
ほ
し
い
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設 

・
な
ぜ
補
正
予
算
に
で
て
く
る
の
か

が
疑
問
で
あ
る
。

 

今
後
の
財
政
運
営 

・�

被
災
後
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る

が
、
建
設
物
は
負
の
遺
産
に
な
り
か
ね
な
い
。
若

い
人
た
ち
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

　
そ
の
他
　

・
坂
元
駅
駐
車
場
を
も
っ
と
広
く
確
保
す
べ
き
だ
。

・�

磯
崎
山
西
側
の
道
路
を
自
動
車
が
交
差
で
き
る
よ

う
に
拡
幅
す
べ
き
だ
。

・�

県
道
亘
理
相
馬
線
の

嵩
上
げ
の
高
さ
が
、

中
浜
・
磯
区
は
な
ぜ

低
い
の
か
心
配
だ
。

・�
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
不
在
と

な
っ
て
い
る
坂
元
駐

在
所
の
署
員
配
置
を

早
急
に
県
警
に
依
頼

し
て
ほ
し
い
。

意見交換会テーマ
「まちづくりと議会・議員へ望むこと」

 

次
回
の
議
会
報
告
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

開
催
日

　
　
６
月
22
日
（
土
）

開
始
時
間
・
会
場

　
　
10
時
00
分
〜　
ふ
る
さ
と
お
も
だ
か
館

　
　
18
時
00
分
〜　
中
央
公
民
館
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総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
建
教
育
常
任
委
員
会

◇�

保
育
所
再
建
に
つ
い
て

 

意
見 

○
継
続
調
査
と
す
る
。

◇�

空
き
家
対
策
・
環
境
問

題
に
つ
い
て

 

意
見 

○
空
き
家
対
策
は
、
家
主

承
諾
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
対
応
が
困
難
で
あ

る
。
し
か
し
空
き
家
の
活

用
は
、
定
住
促
進
対
策
に

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
た

め
、
今
後
の
新
た
な
対
応

策
に
期
待
し
た
い
。

○
放
射
性
汚
染
廃
棄
物
の

件
は
、
住
民
の
心
配
と
不

安
を
解
消
す
た
め
、
迅
速

か
つ
適
切
な
対
応
を
す
べ

き
で
あ
る
。

◇�

過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
に
つ
い
て

 
意
見 

○
今
回
の
計
画
変
更
は
、

議
決
事
項
の
対
象
と
な
ら

な
い
「
軽
微
な
変
更
」
で

あ
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た

が
、
そ
う
で
あ
る
と
し
て

も
、
議
会
で
課
題
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
る
件
に
つ

い
て
は
、
過
疎
計
画
の
変

更
に
先
立
ち
議
会
へ
の
説

明
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

◇�

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て

 

意
見 

○
現
在
の
計
画
は
、
国
の

基
準
値
を
も
と
に
作
っ
て

い
る
が
、
各
施
設
の
数
値

が
出
た
段
階
で
再
調
査
す

べ
き
で
あ
る
。

○
自
発
的
な
調
査
、
研
究

は
必
要
で
あ
る
。
議
員
も

職
員
も
管
理
計
画
に
つ
い

て
、
適
正
に
判
断
で
き
る

よ
う
、
内
容
理
解
の
努
力

◇�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ

い
て

 

意
見 

○
市
場
調
査
に
つ
い
て
、

町
内
外
の
競
技
人
口
の
動

向
を
調
査
し
て
い
る
が
、

高
齢
者
の
割
合
が
多
く
、

今
後
、
若
い
世
代
へ
の
拡

大
が
課
題
で
あ
る
。

○
今
後
の
採
算
性
調
査
に

つ
い
て
は
、
県
内
は
勿

論
、
隣
接
市
町
に
お
い
て

同
様
の
施
設
が
乱
立
す
る

た
め
、
設
置
の
目
的
、
規

模
、
維
持
管
理
費
等
、
財

政
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
将
来
を
見
据
え
た
綿

密
な
計
画
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

◇�

小
・
中
学
校
再
編
に
つ

い
て

 

意
見 

○
再
編
方
針
決
定
ま
で
の

進
め
方
に
つ
い
て
、
住
民

と
の
意
見
交
換
や
議
会
と

の
協
議
が
、
十
分
な
さ
れ

た
の
か
疑
問
が
残
る
。

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

◇�
中
期
財
政
見
通
し
に
つ

い
て

 

意
見 

○
財
政
調
整
基
金
の
中
に

は
、
未
だ
多
く
の
復
興
関

連
の
返
還
金
等
が
含
ま
れ

て
お
り
、
今
後
と
も
財
政

調
整
基
金
の
残
高
の
推
移

と
町
の
裁
量
で
使
え
る
真

水
相
当
分
の
把
握
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。

◇�

津
波
防
災
区
域
（
災
害

危
険
区
域
）
第
３
種
区

域
の
見
直
し
に
つ
い
て

 

意
見 

○
３
種
区
域
に
つ
い
て

は
、
１・
２
線
提
の
建
設

や
避
難
道
路
の
整
備
等
に

よ
り
、
浸
水
域
が
改
善
さ

れ
安
全
性
が
向
上
す
る
。

解
除
し
て
も
交
付
金
返
還

の
対
象
に
は
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
今
後
の
町

づ
く
り
の
た
め
に
も
、
早

期
の
見
直
し
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
が

指
導
し
、
県
が
行
う
津
波

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
と
制
度
の
見
直
し
を
、

強
く
働
き
か
け
る
べ
き
で

あ
る
。

公共施設

登校する坂元中生徒

加護防（田尻）
パークゴルフ場クラブハウス
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委
員
会
報
告



全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

宮
城
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　（
議
長
と
し
て
７
年
以
上
）

阿
　
部
　
　
　
均 

議
長

平成31年１月１日〜３月31日� 出席：○　欠席：欠（病気等）・公（公務）員外：―

月 日 曜
日 開催会議名等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
岩

佐

哲

也

渡
邊
千
恵
美

竹

内

和

彦

岩

佐

孝

子

伊

藤

貞

悦

岩

佐

秀

一

菊

地

康

彦

大

和

晴

美

遠

藤

龍

之

髙

橋

建

夫

橋

元

伸

一

青

田

和

夫

阿

部　

均
1 7 月 議会広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ―

9 水 産建教育常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ―
11 金 総務民生常任委員会 ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ○ ―
16 水 議会広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ○ ― 欠 ― ― ○ ― ―
20 日 議会報告会（中公・ふるさとおもだか館） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 月 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 木 議会広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ―

沿岸被災市町による政府要望活動（復興庁ほか） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○
25 金 県町村議会議長会　議員講座 ― ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ― ―
29 火 総務民生常任委員会 ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ○ ―

産建教育常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ―
2 4 月 亘理名取地区議会連絡協議会　県議員との懇談会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

5 火 仙南・亘理地方町議会議長会　議員研修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 水 産建教育常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ―
8 金 白石市議会　視察受入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○
12 火 総務民生常任委員会 ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ○ ―
14 木 県町村議会議長会　定期総会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○
15 金 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産建教育常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ―
18 月 総務民生常任委員会 ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ○ ―
20 水 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 木 議会運営委員会 ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○
22 金 高速道路整備促進要望活動（国土交通省ほか） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

第1回議会定例会（2/25・27・28・3/4・14） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
予算審査特別委員会（3/4～8・12） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

26 火 産建教育常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ―
28 木 議会広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ―

3 4 月 議会広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ―
13 水 総務民生常任委員会 ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ○ ―

産建教育常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ―
20 水 議会運営委員会 ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○
27 水 議会広報・広聴常任委員会 ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ―
28 木 常磐線北部促進期成同盟会要望活動（ＪＲ仙台支社） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

区　分
1月 2月 3月

金額（円） 内　容 金額（円） 内　容 金額（円） 内　容

会　費 5,000 あぶくま青年会議所賀詞
交歓会会費 14,000 宮城県議会議員との懇談会会

費　ほか1件 11,000 消防団幹部会懇親会会費　ほ
か１件

慶　弔 37,200 新春俳句大会祝儀ほか3件
議員御尊父香典、弔花代 5,000 建設職組合総会祝儀 ― ―

その他 31,200 視察土産代、講師謝礼代、
ほか1件 9,901 建国記念の日を祝う県民大会

協賛金　ほか1件 20,000 東日本大震災追悼式　生花代

合　計 73,400 28,901 31,000

議員の会議等出欠状況

議長交際費

◇◇　おめでとうございます　◇◇
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　（
議
員
と
し
て
27
年
以
上
）

遠
　
藤
　
龍
　
之 

議
員

議
会
事
務
局
職
員
の
異
動

転
出
者

○
副
参
事
　
渡
邊
　
秀
哉

�

（
会
計
課
へ
）
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議
会
活
動



すきです
　やまもと

復
興
の
総
仕
上
げ
に
向

け
、
復
興
創
生
関
連
経
費

や
学
校
給
食
補
助
、
企
業

誘
致
推
進
事
業
等
の
当
初

予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

議
会
も
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
復
興
事
業

を
改
め
て
確
認
す
る
と
と

も
に
、
町
の
発
展
に
尽
力

し
て
い
き
ま
す
。

議
場
も
新
し
く
な
り
、

６
月
定
例
会
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
中
継

が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
計

画
し
て
い
ま
す
が
、
議
場

に
足
を
運
び
、
議
会
を
傍

聴
し
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に

読
み
や
す
く
、
分
か
り
や

す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
の

編
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
担
当　
岩
佐　
秀
一
）

〈
議
会
広
報
・
広
聴
常
任
委
員
会
〉

委
員
長　
岩
佐　
秀
一

副
委
員
長　
大
和　
晴
美

委　
員　
渡
邊
千
恵
美

委　
員　
岩
佐　
孝
子

委　
員　
橋
元　
伸
一

編
集
デ
ス
ク

令和元年
第２回山元町議会定例会（予定）

─── 傍聴してみませんか ───
会　期：６月７日（金）〜14日（金）
開　会：午前10時
本会議：６月７、11、12、14日

（一般質問は、11、12日です。）

町ホームページをご覧ください
山元町議会を 検索 

●会議録　●議決結果
●議員、委員会等名簿
●会期日程　●議会だより
●決　議
以上の内容を掲載しています。

自然の味方「坂元グリーンサポートクラブ」＜会員51名＞
≪代表 青柳充重氏のコメント≫
平成28年に活動を開始し、４年目になりました。行政と協働し、坂元駅を中心に周辺の桜堤、緑道、街路、
公園の公共緑地において環境美化と坂元地区花の回廊づくり活動を推進してきました。高齢化対応の世代間
交流、地域住民の融和及び会員の親睦を図り、「やまもとサポーター第1号」にも認定されました。
毎月第2日曜日の午前中に2時間程度の活動を行っています。
また、研修会では自然を満喫しながら花盛りの公園などを散策しています。夏は恒例の夕涼みの集いで地
域ぐるみ楽しい語らいの場を提供し、「また来年もね。」との言葉を頂戴します。
今後も和と結束を強固に、全員一丸で笑顔いっぱいの人、街、花空間創造に邁進したいと思います。

◇ ◇ ◇　お知らせ　◇ ◇ ◇

「町田市の皆さんと」

議会のインターネット中継がはじまります
第２回定例会より、PC・スマートフォンでの視聴が可能となります。
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令
和
元
年
5月

1日
発
行

発
行

：
編

集
責

任
者

／
山

元
町

議
会

議
長

編
集

／
山

元
町

議
会

広
報

・
広

聴
常

任
委

員
会

印
刷

／
株

式
会

社
東

北
プ

リ
ン

ト

〒
989 −2292　

宮
城

県
亘

理
郡

山
元

町
浅

生
原

字
作

田
山

32番
地

TEL 0223 −37−5114（
直

通
）

FA
X 0223−37−4144

E-m
ail：

gikai@
to
w
n.m

iyagi-yam
am
o
to
.lg.jp


